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江 戸 開 闢 の 章 │ 徳 川 家 康 は 最 高 の統 治者 ？

　改
易
と
は
、武
士
身
分
を
対
象
と
し
た

刑
罰
で
、士
籍
を
除
き
、知
行
や
俸
禄
、家

屋
敷
を
没
収
す
る
こ
と
を
い
う
。特
に
大

名
に
対
し
て
の
改
易
は
除
封
と
も
い
い
、所

領
を
移
す
転
封（
移
封
）と
と
も
に
幕
府
の

有
効
な
手
段
と
し
て
、第
三
代
将
軍
・
家
光

ま
で
の
武
断
政
治
期
に
多
用
さ
れ
た
。大

名
の
改
易
は
軍
事
的
理
由
、法
律
的
理

由
、族
姓
的
理
由
に
大
別
で
き
る
。

　軍
事
的
理
由
と
は
、戦
争
終
結
に
よ
る

敵
方
の
大
名
の
淘
汰
な
ど
で
関
ヶ
原
役
の

西
軍
大
名
の
処
分
が
典
型
と
な
っ
て
お

り
、そ
の
後
大
坂
の
陣
で
の
豊
臣
氏
、古
田

氏
の
2
名
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。間
接
的

に
は
敵
性
大
名
の
淘
汰
は
行
わ
れ
た
。つ

ま
り
豊
臣
系
大
名
の
う
ち
豊
臣
恩
顧
の
も

の
の
淘
汰
で
あ
る
が
、こ
れ
は
無
理
を
し
て

で
も
、冤
罪
で
あ
っ
て
も
何
か
し
ら
の
法
律

的
理
由
を
つ
け
て
処
分
さ
れ
た
。

　よ
っ
て
法
律
的
理
由
と
い
っ
て
も
非
常

に
幅
広
い
。元
禄
時
代
の
浅
野
長
矩
の
よ

う
な
明
確
な
違
法
行
為
か
ら
い
ち
ゃ
も

ん
、濡
れ
衣
ま
で
あ
る
。御
家
騒
動
や
乱

心
、発
狂
な
ど
も
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。御
家

騒
動
に
よ
る
改
易
と
い
う
の
は
、た
い
が
い

監
督
不
行
き
届
き
、ま
た
、藩
主
自
身
に

騒
動
の
原
因
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
、統
治
能
力
が
な
い
と
見
做
さ
れ
る
。ま

た
乱
心
、発
狂
が
意
外
と
多
い
の
に
も
驚

か
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。も
っ
と
も
乱
心
、

発
狂
は
表
向
き
に
で
き
な
い
政
治
的
な
理

由
が
あ
る
と
き
に
も
使
わ
れ
る
か
ら
、本

当
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　族
姓
的
理
由
の
代
表
的
な
も
の
が
無
嗣

断
絶
で
、と
く
に
初
期
に
は
多
か
っ
た
。武

士
の
相
続
と
い
う
の
は
一
代
ご
と
に
主
君

に
跡
目
相
続
を
願
い
、そ
れ
を
許
さ
れ
る

こ
と
で
新
た
な
主
従
関
係
が
発
生
す
る
と

考
え
た
か

ら
、世
嗣
が
な
い
と
い
う
の
は
相
続
に
対
し

て
の
責
任
を
忘
れ
、主
君
に
対
し
て
の
奉

公
を
怠
っ
た
こ
と
と
見
做
さ
れ
た
の
だ
。そ

の
世
嗣
が
で
き
な
い
場
合
は
養
子
縁
組
す

る
必
要
が
あ
っ
た
が
、こ
れ
に
も
制
限
が
あ

っ
た
。特
に
末
期
養
子（
当
主
が
危
篤
後
に

養
子
を
願
い
出
る
こ
と
、急
養
子
と
も
い

う
）は
厳
禁
で
あ
っ
た
。こ
れ
は
養
子
が
当

人
の
意
志
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
確
認
で

き
な
い
う
え
に
、ご
恩
に
対
し
て
無
責
任
す

ぎ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。こ
の
末

期
養
子
は
の
ち
に
緩
和
さ
れ
る
が
、初
期

に
は
厳
し
く
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

　転
封
は
、大
坂
夏
の
陣
終
了
後
の
戦
後

処
理
を
即
座
に
執
り
行
わ
れ
た
。戦
後
処

理
と
は
、す
な
わ
ち
諸
大
名
に
対
す
る
賞

罰
で
あ
り
、配
置
転
換
で
あ
る
。賞
罰
は
味

方
大
名
に
は
加
増
、中
立
大
名
に
は
旧
領

安
堵
、敵
対
大
名
に
は
除
封
及
び
減
封
を

も
っ
て
し
た
。功
績
も
ま
っ
た
く
な
い
よ
う

な
大
名
や
寝
返
っ
た
大
名
が
こ
こ
に
は
含

ま
れ
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
、外
様
大
名
の
減

少
や
九
州
・
東
北
地
方
と
い
っ
た
江
戸
か

ら
離
れ
た
地
域
に
外
様
大
名
を
配
置
し
、

江
戸
か
ら
脅
威
を
遠
ざ
け
た
。第
四
代
将

軍
・
家
綱
以
降
の
文
治
政
治
期
で
は
外
様

大
名
の
転
封
は
減
少
し
、譜
代
大
名
の
転

封
が
中
心
と
な
っ
た
。

　改
易
や
転
封
は
、幕
府
に
対
す
る
外
様

の
勢
力
を
削
減
し
、幕
府
権
力
の
確
立
を

目
的
と
し
た
大
名
統
制
策
で
あ
る
一
方
、

転
封
だ
け
を
と
れ
ば
戦
国
期
以
来
の
旧
族

大
名
に
と
っ
て
は
、兵
農
分
離
や
家
臣
団

統
制
を
進
め
る
上
で
効
果
が
あ
っ
た
。ま

た
、譜
代
大
名
に
と
っ
て
も
寄
親
寄
子
制

に
基
づ
く
家
臣
団
編
成
か
ら
、近
世
大
名

へ
の
転
換
を
促
す
契
機
に
な
っ
た
。と
も
に

大
名
権
力
の
基
盤
を
確
立
す
る
上
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
封
建
体
制
を
支
え
た
大
名
政
策

何
ら
か
の
理
由
を
つ
け
て
改
易
さ
せ
て
た

Information about HAN is explained clearly.
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サボり、夫婦喧嘩、
詐欺、家臣に
乱暴etc理由は

様々。

と
は
？

改
易

上 野 国

安 中藩
藩主◉水野元知

【2万石】

1667年

壮絶な夫婦喧嘩
の末に改易

　安中藩の2代藩主。発狂して妻を

斬り付け、事件より5日後に幕府か

ら「不始末」として改易となった。一

説には元知の発狂ではなく、側室と

の仲を嫉妬した精神状態の不安定

な妻が突然刃を手にして襲いかか

ってきて、もみ合っているうちに妻

に傷がついた。場の悪いことに、妻

の父•水野忠善がその場に居あわ

せ、将軍の耳に入ることとなり、改

易となったと言われている。

肥 前 国

日野 江 藩
藩主◉有馬晴信

【4万石】

1612年

詐欺にあい、
自害

　マカオで市民が騒動を起こし、

48人の家臣が殺されてしまう。その

鎮圧部隊が長崎でやってきた際、

意趣返しで船を攻撃してしまう。そ

の後、岡本大八という本多正純の

家臣が近づき、黒船を沈めた恩賞

として家康に旧領安堵を口利きす

ると、多額の金子をだまし取るが、

家康がこれに激怒してしまう。岡本

大八は火あぶりに。晴信はキリシタ

ンであったため家臣に首を切り落

とさせた。

駿 河 国

府 中藩
藩主◉徳川忠長

【50万石】

1632年

暗君とされ
50万石取り上げ

　公の理由は「家臣を手討ちにし

た」不行跡に対する処罰。忠長は蟄

居の末、自刃してしまう。噂では、家

臣や領民へ無差別な凶刃を振るう

暗君と言われているが、それをしめ

す資料は見当たらない。反対に、幼

少の頃から利発で、父の秀忠は兄

の家光よりも忠長を寵愛していた

と言われている。家光政権を盤石に

するために、忠長派一掃をはかって

のことが、真実の理由だとの説もあ

る。

但 馬 国

八 木 藩
藩主◉別所吉治

【2万石】

1628年

サボったため
所領召し上げ

　参勤交代を行わなかった。しかも

仮病をつかい、鷹狩りをしていたの

はとんでもないと、大名家としての

別所家は滅亡してしまう。このよう

な理由の改易は後にも先にも例が

なく、こじつけではないかとの説も

あがっている。安定期に入った幕府

が旧豊臣家臣を処理し始めたこと

や、吉治が奉行をつとめる中瀬金

山を取り上げる意図があったので

はないかと言われている。子孫は

以後、旗本として存続し続けた。

磐城平藩
鳥居家　譜代　12万石▼
安藤家　譜代　6万7千石

佐倉藩
武田家　親藩　4万石▼
堀田家　譜代　10万石

与板藩
牧野家　譜代　1万石▼
井伊家　譜代　2万石

高田藩
堀家　外様　45万石▼
榊原家　譜代　15万石

糸魚川藩
有馬家　外様　5万石▼
松平（越前）家　親藩　1万石 

三春藩
加藤家　外様　3万石▼
秋田家　外様　5万石

二本松藩
松下家　外様　3万石▼
丹羽家　外様　10万700石

白河藩
丹羽家　外様　10万石▼
阿部家　譜代　10万石

川越藩
酒井　譜代　2万石▼
松平〔越前〕家　親藩　15万石

伊勢崎藩
稲垣家　譜代　1万石▼
酒井家　譜代　5万2,000石

諏訪藩
日根野家　外様　3万石▼
諏訪家　譜代　2万7000石

丹後田辺藩
京極家　外様　3万5千石▼
牧野家　譜代　3万5千石

西条藩
一柳家　外様　6万8千石▼
松平家（紀州徳川分家）　親藩御連枝　3万石

柳河藩
田中家　外様　32万5千石▼
立花家　外様　10万9千石

伊予松山藩
加藤家　外様　20万石▼
松平〔久松〕家　親藩・御家門　15万石 

広島藩
福島家　外様　49万8000石▼
浅野家　外様　42万6000石

横須賀藩
大須賀（松平）家　譜代　6万石▼
西尾家　譜代　2万5000石

津藩
富田家　外様　5万石▼
藤堂家　外様　22万950石

津山藩
森家　外様　18万6500石▼
松平〔越前〕家　親藩　10万石

熊本藩
加藤家　外様　52万石▼
細川家　外様　54万石

浜松藩
松平（桜井）家　譜代　5万石▼
井上家　譜代　6万石

膳所藩
戸田家　譜代　3万石▼
本多家　譜代　10万2000石

高松藩
生駒家　外様　17万3千石▼
松平〔水戸〕家　親藩・御連枝　12万石

島原藩
有馬家　外様　4万石▼
松平〔深溝〕家　譜代　6万5000石

郡上藩
遠藤家　譜代　2万7000石▼
青山家　譜代　4万8000石

紀伊新宮藩
浅野家　外様　2万8千石▼
水野家　譜代　3万5千石

紀州藩
浅野家　外様　37万6千石▼
徳川家（紀州徳川家）　親藩　55万5千石

久留米藩
小早川家　外様　13万石▼
有馬家　外様　21万石

小倉藩
細川家　外様　39万9千石▼
小笠原家　譜代　15万石

転封
された
藩

と
は
？

と
は
？
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